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 ●職住共存地区整備ガイドプランの概要

①ガイドプラン策定の経緯

平成３年11月

平成４年４月

平成７年３月 「まちづくり審議会答申の具体化のための取組方針」を決定

平成８年12月

平成10年４月 職住共存地区整備ガイドプラン策定

②ガイドプラン策定の必要性

　このまま続けば…

・人々の豊かな暮らしを育んできた都心居住の様式

・1200年にわたって蓄積されてきた文化資源 が失われていく可能性がある。

・歴史に根ざした独特のまちなみや生活文化

　そこで…

京都の都市空間を

・人々の活発な交流と多様な生活文化の創出装置

・都市産業の創造的活動を支える再生装置

③都心部の魅力

・密度の高い都心居住

・京都らしい都市空間(伝統的なまちなみや同業者町)

・地域コミュニティによる生活文化や町家での暮らしの知恵の育成

・様々な暮らしが近接したヒューマンスケールのまち

・時間的ゆとりと多様で質の高い交流を通じた生活の充実

と見て、都心再生を図る必要がある。

現状は 人口の減少、産業の衰退等の
空洞化現象が進行している。

職住共存の形態を維持しながら、長らく京都
の都市活力を中心となって支えてきた地区

まちづくり審議会が「伝統と創造の調和したまちづくり推進のための土地利用及び
景観対策について」を答申

平成５年３月
「新京都市基本計画」に「職住共存地区としての望ましい都心居住環境形成に向
けての規制誘導策の検討」を位置づける。

｢もっと元気に･京都アクションプラン｣で職住共存地区の整備ガイドプランの策定を
位置づける｡
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④活力を支えてきた循環の構図

＜都市空間の魅力＞

古い町家の継承

時代背景を反映した新たな様式の店舗の併存

＜職住・新旧の共存＞

↑

↑

↑

⑤現状と課題

＜現状と課題＞

 ○  ○  ○低層高密度の都市構造の変化

・国民のライフスタイルの変化

 ○ ・技術後継者の不足

・三山を中心とする眺望の阻害

・次代を担う居住者の不足  ○都心部小売業は減少傾向。 ・スカイラインの乱れ

・交流装置としての町家の喪失

・  ○  ○

・
 ○

 ○ ・

・

産業の新陳代謝

まちの中に新旧各時代の記憶を
併存的にとどめる重層的空間

良好な循環の停滞

←

←

経済的な豊かさの維持と文化の育成

新旧住民の共存

時代の先端を行く事業者の流入

多くの人が集まって交流

地域コミュニティは機能の
弱体化が進行。

マンション等に新たに居住する
無関心層の増大

高地価に対応する土地高度利用
の促進

相続時の町家の売却・物納などが
多数発生

・建物の高さと道の幅との適切な関
係、水平性と垂直性のバランスの
喪失

マンション建設は若年層を
中心にした都心部の人口
確保に寄与するが、移転の
可能性が高く、｢定住｣所帯
の確保に資する良質な住
宅の供給が課題

時代の変化に対応した多
角化や円滑な業種転換が
課題。

ベンチャー企業も数多く、町
家を活用したオフィスや店
舗もみられる。

新たな職を求めて人が流入

↓

↓

定住者の生活を支える産業の形成

産業を生業とする人々が定住

交流する中から産業が生まれる

↓

現
状
と
課
題

既存商店街の疲弊と業務床需要
の低迷

空　　　間

↓

定　　　住 産　　　業

定住志向は根強いが、高
齢化が急速に進行。

伝統産業の経営環境が厳
しい。

中高層マンション用地としての
土地利用進行
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⑥どのような目標と方向性を設定したか。

「京都型」都心居住の推進 多様な資源を活用した産業振興 中低層中心のまちなみ継承

・居住水準の向上 ・ベンチャー事業の展開 ・高度利用圧力をやわらげる

・地域コミュニティの活発化 ・伝統産業の再生 ・道路幅などとのバランスに配慮

・生活文化の創造 ・町家を活用した商業� 活性化

⑦具体的にどうやって実践するか？　　→　　アクションプラン(10項目)

今後３年間程度の期間内に優先的に取り組むべき事項として、アクションプランを提示した。

○

することとした。地域協働型地区計画を活用

都市政策の目標：新たな京町家街の創造

産　　　業

職の活性化を支えるソフト
なビジネスインフラ機能
の維持・形成

定　　　住 空　　　間

京都型職住の複合共存空間
の維持・形成

多様な生活文化の充実により豊
かな暮らしが保たれる地域社会
の維持・形成

継続的にまちづくりに住民自身が主体的に取り組めるような環境を整え、まちの継続的発展を
図るために、

方
向
性

目
標
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